



































Chaetoceros の拡大培養液 2.5L を入れ，明条件容器に






量を測定した．実験時間を 6 時間とした． 
測定項目，測定機器と測定方法は以下の通りであ













 貝の軟体部湿重量 1g 当たりの濁度の経時変化を図 1
に示す．ただし，図 1 では，結果が実験条件(初期濁度)





































00     
図 2 では，個体サイズの影響があらわれる可能性がある
ため，図 3 に軟体部単位湿重量の変化を示した． 
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図 1．藤前干潟に生息する 8 種類の二枚貝の軟体部湿重量 1g 当たりの濁度経時変化 
各実験区の濁度の変化量から対照区の増減割合を差し引いて示した．個体サイズの違いが結果に与える影響を考























































































































































































図 2．藤前干潟に生息する 8 種類の二枚貝の 1 個体当たりの濁りの除去効果 
各実験区の濁度の増減割合を対照区の増減割合で除して，濁りの除去効果を百分率で示した．さらに実験に投入し


















































































































































































図 3．藤前干潟に生息する 8 種類の二枚貝の 1g 当たりの濁りの除去効果 
各実験区の濁度の増減割合を対照区の増減割合で除して，濁りの除去効果を百分率で示した．さらに実験に投入し
た貝の軟体部湿重量で除して 1g 当たりの除去効果に換算した．実線は明条件，点線は暗条件示す． 
